
６年１組 算数科学習指導案 

日 時：令和３年１０月２７日（水） 

場 所：６年教室, 

授業者： 

 

１ 単元名 分数のわり算 

 

２ 単元の目標 

 分数の意味と表現、計算について成り立つ性質に着目し、分数の除法の計算の

仕方を数直線図や既習の計算をもとに考え、計算することができる。また、整数、

小数、分数の混じった乗法、除法の計算を分数の乗法に統合して考えることがで

きる。 

 

３ 研究との関わり 

 

 

【重点１】数学的な見方・考え方と数学的に考える児童を育てる数学的活動の明確化 

 個人追究では、児童が自立的に問題を解決していけるように、以前より活用し

てきた数直線図をかき、数量の関係を明確にしながら立式の根拠を考えることで、

数学的な見方・考え方を育てる。個人追究後には、３人グループ交流を位置付け、

協働的に問題解決を図ることができる機会を設ける。３人グループ交流の流れは、

【①自分の考えを伝える。 ②３人の考えの共通点や相違点を話し合う。 ③３

人の考えをまとめる。】としている。①では、自分の考えを書いたノートをタブ

レットで写真に撮り、図や式を指し示しながら筋道立てて自分の考えを伝える。

②では、３人の考えの共通点から課題に対するまとめを考えたり、相違点からよ

りよい考えを見つけたりする。③では、３人グループ交流で分かったことをロイ

ロノートでまとめ、発表につなげる。３人の話合い活動を通して問題解決の過程

や結果を考えることで、数学的に考える児童を育てる。 

 

 

４．本時のねらい 

 割合が分数で表されている場合の基準量を求める活動を通して、基準量が分数

の除法を用いて求められることに気付き、数直線図を使って基準量の求め方を説

明することができる。 

 

５．本時の展開（１３／１４） 

 学習活動と予想される子どもの姿 指導・援助・評価 
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１．問題をつかむ 

 

 

 

・比べる量は２

３
ｋｇで、割合は４

５
倍だ。 

・もとにする量が分からない。（→ｘｋｇとする。）  

２．課題をつかむ 

 

３．個人追究 
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４．３人グループ交流 

・もとにする量は、わり算で求められる。 

・「もとにする量＝くらべる量÷割合」だ。 

・割合が分数でも、整数や小数と同じように求められる。 

・比べる量や割合が違う数に変わっても、同じように

求められるかな。 

５．まとめ 

 

 

６．評価問題（P１２１ 鉛筆４・５） 

・もとにする量に赤線、くらべ

る量に青線、割合に黒線を引

き、分かっていること、求め

たいことを明確にする。 

 

・前時との相違点を確認し、課

題をつかむ。 

・数量の関係を確かめるために、数

直線図をかく。かけない児童は

教科書を参考にして数直線図を

かく。 

・３人グループになって、自分の考

えを伝え合い、よりよい考えに

深めたり、課題に対するまとめ

をつくったりする。 

 

・ 

 

 

 

・必要な児童は、数直線図から

立式する。 

 

あいりさんはいちごを
２

３
ｋｇとりました。これは

だいきさんがとったいちごの
４

５
倍です。だいきさ

んがとったいちごは何ｋｇですか。 

割合が分数のときのもとにする量の求め方を考えよう。 

割合が分数で表されていても、小数や整数と同じよ

うに、もとにする量を求めるには、わり算が使える。 

【評価規準】 

＜思考・判断・表現＞ 

基準量を求めるときに、

分数の除法が用いられるこ

とを、数直線図を使って説

明することができる。 

研究テーマ 見方・考え方を働かせ、数学的に考える児童を育てる指導の在り方 


